
 社会福祉法人  東香会 

保育理念　 『 いきいき 』

合言葉 　　『 すべて子ども中心 』

基本保育方針 

『子どもの成長・発達・生活に寄与する人はすべて保育者』
『永続的な暮らしを目指し、物質と事象と生命との関係性を深める』
『地域で安心して子育てができるように』

3月の保育主題 

『 ふくらむ心に 夢の花 』 

１年のまとめ　次年度の助走

2024.3.1 

 alleyで子どもたちと生活を共にする大人たち。

そんな大人達がどんな人なのか、深掘りしていきましょう！

今月は 事務所職員(その３)です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アトリエ担当　河合

左から、なごやさん、こうすけさん
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3月のスケジュール

園の前の河津桜が見ごろを迎えましたね。
厳しい寒さがあっという間に過ぎ、春の気配を感じます。

先月行われたFESでは、子どもたちに人気の給食メニューを
たくさんの方々に食べていただきました。キッチン内もいつもの
3倍の量の調理に大慌てでしたが、世代を問わずみんなで食べている
様 子 に 私 たちの 心 もほっこりしました。これからも 味 だけではない、
“おいしいご飯”を見つけ、こだわっていきたいです。

3月の行事食は、
1日（上巳の節句）　ちらし寿司、ひなあられ
11日・18日・25日　けやき組リクエストメニューday
21日　けやき組卒業お祝い膳

今月で卒園するけやき組。
園での給食が楽しい思い出に残ってくれたら嬉しいなと思い、
リクエストメニューdayの他にもけやき組から声の上がった
メニューを取り入れています。

ー 看護師より ー ー キッチンより ー

 園長  名古屋 彩佳

ー お知らせ ー

　園の下に咲く河津桜をみるとそろそろ暖かくなるのかぁと春の訪れを感じます。開園から変わらず４本ある河津桜の

木ですが、渋谷駅側から２本目だけはゆっくりと芽吹き、一足おそく花を咲かせました。そんな様子をみながら、昨年も

そうだったっけか…とふと思う春のはじまりでした。

　さて、今月は年度最後の月です。けやきのみんなは卒園まであと1ヶ月です。年月というのは本当に早いものです。

開園当時0歳だった子どもたちが6歳、あっという間ですね。

　今日はけやきのaさんとすみれのbちゃん、cちゃんのやりとりを紹介したいと思います。

　3人と一緒にお昼ごはんを食べた日のこと。

机にbちゃんとcちゃんがご飯の支度をして座っていました。bちゃんが黙々と食べる中、cちゃんはちらちらと後ろを向き何か

気になっている様子でした。どうしたのだろう…と同じ方向に目線を向けていると、cちゃんが

「今日はaちゃんとご飯食べるの。aちゃん何してるんだろう」と心配そうな表情を浮かべています。身支度を

終えたaさんが、2人の机にやってくるとcちゃんの表情がふっと柔らかくなりました。そしてaさんが席に

つくと、「aちゃんと一緒」と何度も言いながら満足そうにご飯を食べはじめました。そんなcちゃんの様子に

aちゃんも「うん、うん」とふくみ笑いで誇らしげです。

　しばらくすると、cちゃんが「ごはん、あつまれして」とaさんに頼みました。aさんが「うん。いいよ〜

あつまれね」といつもより柔らかい声で答えます。すると一緒の机で食べていたbちゃんが「bちゃんは1人であつまれもできる

よ」とaさんに言いました。「うん、うん！bちゃん、自分であつまれできるのすごいねぇ！」と返します。

その言葉を受けて、bちゃんも嬉しそうです。その横では、cちゃんがaさんがあつまれしたご飯を口に運んでい

ます。“cちゃん、大丈夫かな…”と思っていると、aさんが続けて話します。

「cちゃんは、ちゃんと言えたのがすごいよね」「どっちもえらいんだよね〜」と当たり前かのように何気なく声をかけていま

した。

　大人が気を遣って褒めるようなそんなものではなく、aさんの言葉や表情には素直に2人を思う気持ちが込められていたよう

に感じます。cちゃんやbちゃんの存在によって、aさん自身も存在を大切にされている、お互いの存在が

ふにゃ〜と混ざりあっている瞬間に出会った日となりました。

・3/9 (土)　スコラガーデン　12:30 開場 / 20:00 終了予定 　会場：渋谷東しぜんの国こども園 - small alley -

　　　　　子どもを通して見る街は、どんな景色に映るだろう。子どもを通して考える街は、どうなっていたらいいだろう。

　　　　　　 「スコラ・ガーデン」は、東京・渋谷の保育施設を会場に、さまざまなテーマの対話やカルチャー体験を通して
　　　　　　 「子どもとともにある街のこれから」を想像するイベントです。詳細は園内掲示をご確認ください。

　2歳の子どもたちが3階で過ごすようになり、確かに3階の密度は

高くなってうまくいかないことも増えていると思います。また小学生に

なるという気持ちを抱えながら、心が揺れ動く時期でもありますが、

そんな2歳の子どもたちの存在がけやきの子どもたちを支えているのだな

と思いました。


